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抄　　録
学術部門では安全で適正な輸血医療の推進を目的に医療機関へ訪問して輸

血説明会を開催している。東京都では約800の医療機関へ輸血用血液製剤を
供給しているが，多くは中小規模施設である。すべての施設へ訪問して個別
に輸血説明会を開催することは困難である。今般，看護師を対象とした「招
集型」の輸血セミナーを東京都赤十字血液センター学術課，採血課，供給課
で連携して開催した。輸血セミナーでは献血から供給までの流れや輸血用血
液製剤の取り扱いおよび実技を含む輸血セットの取り扱い，自己血採血につ
いて講演を行った。その結果，輸血手順の確認に有効であり，セミナー受講
後のアンケート調査では高い評価を得た。また中小規模医療機関から広く参
加を募ったことから，新しい輸血説明会の機会を提供することができたと考
える。招集型輸血セミナーを継続することで，輸血医療の安全性向上に寄与
することが期待される。
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【はじめに】
日本赤十字社の地域センターに位置する学術部

門ではGVP省令に基づき輸血副作用の収集など
の安全管理業務に従事している。同時に医療機関
に対して輸血に関する情報提供を行い，安全で適
正な輸血医療の推進を目的とする活動を行ってい
る。活動のひとつである医療機関における輸血説
明会は，臨床現場に効率的に情報提供を行う上で
有用であり，院内状況把握も可能であることから
積極的に実施することが本部の活動目標として挙
げられている。

東京都赤十字血液センター（以下，東京都セン
ター）では平成29年度に都内59の医療機関を個
別に訪問し，延べ73回の輸血説明会を実施して
きた。一方，東京都内で輸血用血液製剤の供給実
績がある医療機関は約800施設あり，多くは500
床未満の中小規模施設1)である。輸血用血液製剤
の使用量が多く，輸血管理体制が整備された500
床以上の大規模医療機関1)と比較し，中小規模医
療機関，とくに100床未満の小規模医療機関では
輸血経験が乏しく，輸血管理体制に課題が残って
いる2)。しかしながら，学術部門の人員に限りが
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あり，すべての医療機関を定期的に訪問すること
は難しい状況である。これらの現状の解決策とし
て輸血用血液製剤を扱う中小規模医療機関の看護
師を対象として，招集型輸血セミナーを東京都セ
ンターの学術課，採血課，供給課で連携して開催
したので報告する。

【方　　法】
当セミナーの参加者数に関しては開催場所を東

京都センター研修室としたため，１施設１名で
100名を限度とした。対象医療機関は，平成28年
度に赤血球製剤の供給実績があった789施設のう
ち，年間24単位以上1,000単位未満の供給実績が
あった400施設（一般病床数は500床未満）を対象
として案内文（図１）を送付し，FAXにより参加
受付を行った。開催日時は看護師が時間を取りや
すいと考えた土曜日の午後の２時間とした。プロ
グラムの「輸血用血液製剤の取り扱い」および「実
技を含む輸血セットの取り扱いについて」は学術

課，「献血から供給までの流れ」は供給課，「自己
血採血について」は日本自己血輸血学会認定の自
己血輸血看護師が担当した。実技では事前に模擬
血液バックを作成し（図２），輸血セットとの接続
を体験した。また，セミナーの効果確認のために
プログラム終了後にアンケート調査を行うととも
に，個別で質問を受ける時間と会場を用意した。
さらにオブザーバーとして日本輸血・細胞治療学
会認定の臨床輸血看護師が１名参加した。

【結　　果】
事前受付を行った108施設108名（案内送付施

設の27％）の参加があった（図３）。参加施設に
おける平成29年度の赤血球製剤供給実績平均値
は427単位（中央値は96単位）であった。血漿製
剤供給実績は43施設で平均値は119単位，血小
板製剤供給実績は46施設で平均値は518単位で
あった。病床数の平均値は106床（中央値は71床）
であり，11施設がクリニックであった。自己血
採血を行っていたのは35施設（32％）であった。
参加施設で過去に個別の輸血説明会を実施した履
歴があったのは19施設であり，参加施設の82％
が当セミナーで初めて血液センターによる輸血説
明会を受けていた。

セミナー受講後のアンケート調査（図４）では，
開催日時，講演時間が適当であったとの回答はそ
れぞれ91％，98％を占めていた。講演内容につ
いては「大変参考になった」，「参考になった」を合

図２　模擬血液バック作成図１　輸血セミナー案内文
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わせると97％の回答であり，参加した看護師の
96％が今後も同様のセミナーへの参加を希望し
ていた。参加者の主な意見としては，「30年以上

看護師をしているが初めて知る内容が多く，誤っ
た輸血手順の見直しができた。」，「血液センター
から届けられる血液は安全であるとの認識であっ

図３　輸血セミナー風景

図４　アンケート調査結果（回収率100％）
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たが，細菌感染等のリスクがあり，外観確認の重
要性を改めて認識した。」，「自己血採血に関する
疑問は，当院で聞ける人がおらず，学会認定の看
護師に相談できる良い機会となった。」などのコメ
ントがあった。

輸血の臨床に関する質問では，学会認定・臨床
輸血看護師が回答する場面も見られ，参加者同士
で意見交換をする場としても活用されていた。プ
ログラム終了後，個別の質疑応答では参加者から
多くの質問が寄せられた。

【考　　察】
これまで日本における輸血医療は，比較的設備

の整った医療機関にて行われてきた。昨今，国の
地域医療構想の進展に伴い，小規模医療機関や在
宅での輸血医療が増えてきている2)。輸血用血液
製剤を使用する現場が多様化する中，日本赤十字
社には輸血医療の安全性と適正使用を広く伝える
ことが求められている。

今般，看護師を対象とした招集型輸血セミナー
を東京都センターとして初めて開催した。中小規
模医療機関から広く参加を募ったことから，普段
訪問できていない医療機関に対して新しい輸血説
明会の機会を提供することができたと考える。訪
問型の輸血説明会は年間で約60施設の医療機関
が対象であったが，招集型であれば一度に100施
設を超える医療機関に対して情報提供を行うこと
ができる。とくに輸血の機会が少ないため輸血医
療の実施に不安を抱える中小規模医療機関では，
輸血時注意点の振り返りや輸血セットを用いた実
技を通して輸血手順の見直しに寄与することが確
認できた。また受講内容を各医療機関に戻り伝達
していきたいとの声も多く寄せられ，参加者のみ
ならず参加施設全体のスキルアップにつながるこ
とが示唆された。さらに質問時間を設けたことで，

各医療機関での輸血医療に対する問題点や課題が
寄せられ，招集型の輸血説明会においても参加施
設の院内状況の把握が可能であり，さらには参加
者間での課題共有にも有効であることが確認でき
た。今後は事前に質問事項や輸血実施時の課題を
抽出して，改善策を提示するなどの取り組みを検
討したい。

当セミナーは学術部門単独ではなく，供給部門
と採血部門の協力を得て開催できた。このため実
務的な質問への対応もその場で適宜適切に回答す
ることが可能であった。今回のセミナー開催はも
とより，日頃から他部門の連携による活動は有効
であると考える。

訪問型の輸血説明会でも共通するが，セミナー
受講後の効果確認として参加施設に対して定期的
なモニタリングを行い，各施設での輸血管理体制
の改善状況や新たな課題の抽出など，声を集める
工夫を取り入れたい。今回のセミナーでは基本的
な輸血用血液製剤の取り扱いを中心として講演を
行ったが，輸血副作用や輸血後感染症など「輸血
のリスク」について詳しく知りたいとの声もあり，
幅広い講演内容について検討が必要であると考え
る。また当セミナーでは対象としなかった赤血球
製剤の年間供給実績が24単位未満の医療機関に
ついて，今回の参加者と同様，輸血医療に課題が
あることが予想されることから，受入体制の強化
など今後の開催要項を改善したい。

今回の結果を踏まえ，中小規模医療機関より広
く参加を促せる「招集型」と，多様な質問へ回答が
可能となる「他部門との連携」の２つのキーワード
を取り入れた輸血セミナーを今後も継続して，従
来型個別訪問での輸血説明会と合わせて医療機関
における輸血医療の安全性向上と適正使用推進の
一助としていきたい。
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